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特別保育事業

（２）特別保育事業

２・３号認定子どもに対する延長保育事業

・実施時間 短時間： （朝）７時００分～８時３０分
（夕）１６時３０分～１９時００分

標準時間：（朝）７時００分～７時３０分
（夕）１８時３０分～１９時００分

・料金設定 （朝）１００円
①７時００分～７時３０分 ②７時３０分～８時３０分

（夕）１００円
③１６時３０分～１７時３０分 ④１７時３０分～１８時３０分
⑤１８時３０分～１９時００分

※利用時間の区切りはありませんが、①～⑤の利用毎に１００円必要となります。

・職員配置 延長保育担当（常勤・非常勤）の職員を配置



保育料以外の費用負担

保育料以外の実費徴収については、三者協議会を通じて園児の教育・保育に必要な実費について、相談させて
いただき決定させていただきたいと考えています。なお、上乗せ徴収並びに実費徴収については、保育の質を
確保した上で、保護者の過度な負担にならないように慎重に検討し、保護者の理解を得たうえで実施すること
とします。

給食費については、現在の三笠保育園の基準額と移管初年度は同額としますが、最近の急激な物価上昇により、
給食材料の仕入れ価格が軒並み上昇していることから、現在の公立保育園の給食費では、当法人が提供する給
食の質を維持するのは困難な状況となりましたので、令和８年度と令和９年度に段階を踏んで給食費を改定し、
現在の私立保育園の国の基準額の7,500円（月額（土曜日込））に改定をお願いすることを提案します。

【実費徴収】

・給食費（令和７年度） 月額5,940円（日額270円×22日分）内訳：主食費20円＋副食費250円

※土曜日の保育希望者については、別途日額270円を追加で徴収します。なお、日割り徴収は基本的には行
わない予定です。第２・４土曜日及び8/14～16 は、特定感染症対策を目的とした給食室の清掃及び棚卸し、
給食便りなど各種書類作成の時間確保を目的として、お弁当日の設定をお願いすることを提案します。

・午睡用コットシーツは、現状と同様に保護者全員に用意いただきます。移管後は保護者の負担軽減策として、
上布団のリース使用が可能となるよう提案する予定です。※コットベットは園で用意をします。

・新学期用品以外の遠足代、写真代、卒園アルバム等の都度徴収する費用については、基本的には移管前の項
目に変更はありませんが、費用は納入価格や実費価格により変動する場合があります。今後引継ぎを通して明
らかになる項目や費用は分かり次第お知らせする予定です。（希望者に限る費用も有り）

※保育料以外の保護者負担については、三者協議会において、保護者の意見に十分配慮して最終決定します。



保育料以外の費用負担（新学期用品）

左表は、最新の新学期用品単価となります。今後、納
入価格の変動により金額が変更される場合があります。

乳児組

ふとふとマーカー（３種） 450円 かご 園用意

粘土 420円 けんこう手帳 180円

粘土ケース 270円 雑費袋 70円

粘土板 430円 カラー帽子 920円

のり 205円 氏名印 220円

自由画帳 360円

幼児組

はさみ 480円 色えんぴつ 800円

粘土 420円 ラッションペン 750円

粘土ベラ 320円 固形えのぐ 870円

粘土ケース 270円 かご 園用意

粘土板 430円 雑費袋 70円

のり 205円 カラー帽子 920円

自由画帳 360円 氏名印 220円

クレパス12色 560円 けんこう手帳 180円

ペンカラー 530円 出席ノート 630円



給食内容 （注）法人内の各園による特色ある活動や内容を例示しています。三笠保育園でも可能な場合は検討を行います。

保育園に通うすべての子ども達に対して給食を提供することで、一体感のある保育を進め、食育についての取組みも切れ目なく行えるようにします。
食事のマナーや箸の使い方、給食当番活動を通して、正しい道具の使い方を覚えることやルールを守ったり、自らルールを作ったりすることで、友達
との共感関係を深めます。

こどもの日やひな祭り、ハロウィン、節分などの行事食の実施や、毎月１回子ども達に食べたいメニューのアンケートを取り、そのメニューの中から
人気メニューが献立に登場する企画は、子ども達が楽しみにしています。

子ども達にとって給食は元気いっぱい活動した後の十分な栄養補給と、給食を通して食の大切さや楽しさを体験し、子ども同士のコミュニケーション
を図る大切な時間と考えて、日々工夫と質の高い給食の提供に努めています。

野菜たっぷり素材そのものの「味」を感じる給食

こだわり① 国産生野菜をたっぷり使用、素材の本来の美味しさを引出す味付け

「かつお節」と「昆布」からの天然出汁の使用し、素材の本来の美味しさを引出す味付けを心掛けています。また、野菜については可能な限り国産の
生野菜を使用することで、野菜本来の味や風味を大切にして食の安全に努めています。

こだわり② 専属農家と契約した、子ども達の健康と安全に配慮した安心した食材選び

主食は、専属農家と契約し、れんげ草の力で極力薬を使用しない、奈良県産減農米の「れんげ米」を提供しています。

こだわり③ 栄養価が高く、優しい味の手作りおやつを提供し、心と身体の栄養を満たします。

こだわり④ 週２回法人のパン工房で焼いた無添加の手作りパンを給食で提供します。



私たちの食育活動 （注）法人内の各園による特色ある活動を例示しています。三笠保育園でも可能な場合は検討を行います。

食育についての取組みは、子どもが生活と遊びの中で、意欲を持って食に関わる体験を積み重ね、食べる楽しみや命を大切にす
る心を育てます。

専属の栄養士が栄養のバランスや体調と発達に合わせた離乳食を工夫するなど、こども達の発達の段階に配慮して独自の献立を
作成し、旬の野菜や色とりどりの様々な食材を使用することにより食べる楽しさを学べる工夫を凝らし食育計画に基づいた
「食」への関心を高めます。

給食については、栄養価のバランスのとれた質の高いメニューの提供や新鮮で安全な食材を使用し、調理担当者や給食室の保健
衛生の徹底、アレルギー児への除去食対応等、給食を通しての教育・保育活動の充実に努めています。

こだわり① 農作物の栽培と収穫活動

園庭の畑などで、子どもたちが大根、玉葱、きゅうり、さつまいもをはじめ、様々な野菜を栽培。毎日の水やりや観察で野菜へ
の愛着がわき、収穫物を持ち帰ることで、家庭で食事について話すきっかけ作りにもなっています。

こだわり② クッキング活動

自分たちで育てた農作物を包丁やフライパンなどの調理器具を使用し、自ら調理することで「もっと食べたい」という意欲が沸
いてくることで、苦手な食材を克服する子どもの姿も見られます。

こだわり③ 伝統的な食文化にふれる

地域の高齢者や栄養士の協力を得て、節分、雛祭りなど日本独自の伝統行事に触れながら、食文化の継承も大切にしています。
最近では、ハロウィンやクリスマスなどを通して、世界の食文化にも触れることで、食育活動も子どもたちの大切な思い出に
なっています。
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